鎌ケ谷市納税通知書送付用封筒広告掲出基準
　（趣旨）

第１条　この基準は、鎌ケ谷市有料広告掲出の取扱いに関する要綱（以下「要綱」という。）に定めるもののほか、鎌ケ谷市納税通知書送付用封筒の広告掲出に関して必要な事項を定めるものとする。
　（広告掲出の範囲）

第２条　広告掲出することのできる範囲は、要綱第３条に規定するものとする。

　（広告媒体の税目等）

第３条　広告媒体の税目等は、次の表のとおりとする。

	
	税　目
	発行予定数
	広告の
大きさ
	掲出場所
	募集枠
	色数
	封筒規格

	１
	固定資産税
	40,000通
	180mm×
60mm
	納税通知書封筒の裏面
	１枠
	２（赤及び青）
	長３

235ｍｍ×
120ｍｍ

	２
	市・県民税
	27,000通
	
	
	
	
	

	３
	軽自動車税
	18,000通
	
	
	
	
	


　（広告掲出料）
第４条　広告掲出料は、８５，０００円以上とする。
　（希望者の募集）
第５条　広告掲出希望者の募集は、市のホームページ及び広報かまがやで公募する。
　（広告掲出申込み）
第６条　広告掲出希望者は、要綱第７条に基づく広告掲出申込書により、広告原稿（案）を添えて郵送又は持参にて課税課に申し込むものとする。
２　広告原稿（案）は、文字及び図に限ることとし、写真は不可とする。
　（広告掲出者の決定）

第７条　広告掲出者は、前条の規定により広告掲出申込みのあった者（第２条から第４条までの規定の内容を満たした者に限る。）のうち、広告掲出料の最も高い額を提示した者とする。この場合において、広告掲出料の最も高い額を提示した者が二以上であったときは、抽選により広告掲出者を決定する。

２　前項の規定により広告掲出者を決定したときは、要綱第８条に規定する広告掲出決定通知書により、通知するものとする。

　（広告掲出者審査委員会）
第８条　前条に規定する広告掲出者の決定等にあたり、次に掲げる事項が生じたときは、広告掲出者審査委員会（以下「審査委員会」という。）により審議等を行う。
（１）　前条第１項後段に規定する抽選を行うとき。
（２）　前号に掲げるもののほか、広告掲出者の決定等にあたり疑義が生じたとき。
２　審査委員会は、総務企画部次長、企画財政課長、収税課長及び課税課長をもって組織し、総務企画部次長を委員長とする。
３　審査委員会の会議は、委員の過半数の出席をもって成立することとし、その議事は、出席委員の過半数（可否同数のときは委員長）により決するものとする。
４　委員長は、簡易な事項又は緊急を要する事項で会議を招集する暇がないと認めるときは、文書をもって賛否等を求め、審査委員会に代えることができる。
　（広告原稿の提出等）
第９条　第７条の規定により決定した広告掲出者（以下「広告主」という。）は、電子データによる広告原稿を作成し、市の指定する期日までに課税課に提出するものとする。
２　広告原稿の作成は、広告主の責任及び費用で作成するものとする。
３　広告掲出の内容について、市長が必要と認めるときは、修正を求めることができる。
　（広告掲出料の納付）
第１０条　広告掲出料は、市の指定する期日までに一括納付するものとする。ただし、特別の理由があると認めたときは、この限りでない。
　（広告主の責任）
第１１条　広告主は、広告掲出の内容等に関する一切の責任を負うものとする。
２　第三者から広告掲出の内容に関して被害を被った旨の賠償請求がなされた場合は、広告主が一切の責任を負うものとする。
　（広告掲出の取り消し）
第１２条　市長は、広告主が要綱第１４条第１項各号に規定する事由に該当したときは、広告掲出の決定を取り消すことができる。
２　前項の規定により広告掲出の決定を取り消した場合の広告掲出料は、返還しない。
　（広告掲出料の返還）
第１３条　市長は、第８条第２項の通知をした後に、広告主の責めに帰さない理由により広告掲出を中止したときは、広告掲出料の一部又は全額を返還する。
　（その他）
第１４条　この基準に定めるもののほか、広告掲出に関し必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
　この基準は、平成２２年１０月１３日から施行する。
　　　附　則
　この基準は、令和６年８月１６日から施行する。
